
オンラインで参加の皆さまへお願い

●表示名を「お名前／団体（あれば）」に変更
例：所属のある方 深谷／中原区役所

所属の無い方 和田
※やり方の分からない方はお声をかけてください。

●ミュートでお願いします。
●可能な限りカメラをオンで御参加ください
●チャットの自己紹介シートとアンケートを
ダウンロードしてください。

1



御参加の皆さまへ

●本日は報道が取材をしております。撮影不可
の方は区役所職員へお申し出ください。

●会場・オンラインともに記録用に録画・録音
を行っておりますのでご了解ください。
今後広報等で利用する場合がありますので利
用不可の方は区役所職員へお申し出ください。
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中原区ソーシャルデザインセンター説明会

中原区を知りたい

情報発信したい

仲間とつながりたい

地域課題にチャレンジしたい

令和５年１０月２７日（金）



次第

１ コミュニティ施策の基本的考え方について

２ 中原区ＳＤＣについて

・これまでの検討経過について

・中原区SDC取組紹介

定例会（ＹＯＲＩＡＩ）について

グループ活動について

３ 区における関連施策の紹介

４ お知らせ

（休憩）

５ 交流会



１．コミュニティ施策の基本的考え方について

市民文化局協働・連携推進課
古泉 課長補佐







KAWASAKI





KAWASAKI
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２．中原区ソーシャルデザインセンターについて
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立ち上げまでの検討経過について

①「中原区ソーシャルデザインセンター創出に向けた
デッサン」（仕様案）作成

②区民説明会（Ｒ３年7月16日）参加者39人
③意見交換会（Ｒ３年8月20日〜12月17日）
延べ参加者94人

④検討会（Ｒ４年1月21日〜５月26日）
延べ参加者83人

⑥こすぎの大学主催︓中原区ソーシャルデザイン
センター検討ワークショップ

（Ｒ３年10月23日、11月6日）
⑦SDC準備会（Ｒ４年6月〜9月）延べ参加者75人



検討経過報告

地域で新しい活動や価値を生み出す基盤
（プラットフォーム）

・コミュニティ活動の基盤 コミュニティ活動
・地域主体（地域住民） 行政（区役所）
・資源を持ち寄る、 行政からの補助金
自主財源を探す
・コミュニティの基盤 活動場所
づくりに必要なこと

×

１ ２ ３ ４ ５ ６

ソーシャルデザインセンターとは・・・
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検討経過報告

・区民説明会（7月16日 39名参加）
・意見交換会（8月20日〜12月17日 計5回 延べ参加者数94人）
・検討会（Ｒ４年1月21日〜５月26日 延べ参加者数83人）
・こすぎの大学主催：中原区ソーシャルデザインセンター
検討ワークショップ（10月23日、11月6日）

・興味・関心のあることで参加
できる自由参加の場

・参加者がそれぞれの資源を持
ち寄り運営

・「知る」「集う」「つながる」
を実践

・場所は中原市民館ラウンジ
（条件有）、オンライン上の
場も作る

をたたき台として検討

１ ２ ３ ４ ５ ６

検討経過
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検討経過報告

○情報収集・発信

・発信したい人が集まり、メディアへ
情報提供をする
・情報へアクセスできる場・媒体を作
る（何でも情報ＳＮＳ、区の情報を気
軽に聞ける場、地域課題カタログ） ○場の提供

・気軽に集える場（リアルとオン
ライン）を作る
・活動や人がつながる場を作る
・活動場所の提供

○マッチング・コーディネート
・「人」と「人や情報」をマッチングする
・コーディネートを行う（コーディネーター
がいる、リンクワーカーがつながる場、コラ
ボ生まれる新しい場を作る）
○中継点（HUB）
・地域情報や団体間のHUBとなる

○活動支援

・ファーストステップ支援、伴走サポート
・スタート時の資金調達支援
・試行する機会の提供

１ ２ ３ ４ ５ ６
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検討経過報告

ゆるい繋がりのイメージ

・事務局が各取組の連絡調整を行う

・1つの団体が各取組含むすべてを直接行う
（例：幸区、多摩区のSDC）

・各取組（団体・個人など）をルールだ
けでゆるくつながる（例：月1回の定例会
で進捗確認する）

１ ２ ３ ４ ５ ６

中原区SDCのイメージは・・・
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検討経過報告

既存の取組との関係性
すでにある団体や取組にSDCのコンセプトに類似して
いるものもある
そのような団体（活動）も巻き込みながら進めていく

運営費
まずは費用のかからない取組から始める

場所
常設はしない
区役所か市民館でスタート

１ ２ ３ ４ ５ ６

運営方法
できる人たちで役割を持ち回り

検討されたSDCの方向性について
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検討経過報告

スモールスタート
小さなアクションから広げていく

サークル活動
・超ローカルかわら版
・なかはら盛り上げ隊

１ ２ ３ ４ ５ ６

活動の始め方 Slackでの日常の意見交換

Yoriai（定例会）※イメージ
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・加入促進活動①−① 課題チャレンジ （A）
①−② なかはら宝さがし隊（B）
①−③ 交流会 （C）など

超ローカル
かわら版

② 分科会（機能を実践するサークル）

勧誘、声掛け、ＰＲ活動など
→参加者全員で実施

生み出す

ＳＤＣから生まれた地域活動は
「中原区SDC発！〜 」として展開

→企画ごとに任意に集った参加者で実施

…

…

① “YORIAI”（定例会）

（情報発信）

なかはら盛り上げ隊
（連携・仲間づくり）

その他
企画

その他
企画

ＳＤＣ

Shall we〜

ＳＤＣ発の取組！

→運営グループ及び企画ごとに
グループ持ち回りで実施

♪
♪

問合せ等は参加者が対応
※当面は区役所でも対応する

参加希望！
… …

  

 

＼ Welcome ／

Slack(チャットツール)
→日常の連絡や情報共有を
行うオンラインツール

〇中原区SDCへの参加方法
・Slackに登録する（登録案内は区役所）
・YORIAIなどに直接参加する
・メンバーからの紹介で参加する
※TEL,メール等の問合せは当面区役所で対応



１０月に中原区ＳＤＣ活動開始から１年が経過する
にあたり、これまで中原区SDCを運営する中で気づい
た課題などについて、具体的な対応につなげることを
目的に開催しました。

１ 開 催 日
５月１３日、６月２２日、７月２４日の３回

２ 参加者
中原区ＳＤＣ参加者のうち１１名

３ 各回のテーマ
(第１回)課題の洗い出し
(第２回)YORIAIの運営、グループ活動、SDCの活動
(第３回)SDC運営体制（負担軽減）、広報、場所
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Ｒ５年度中原区ＳＤＣ運営検討会 結果概要



１回目 課題の抽出

※この中から現状ＳＤＣの運営にあたる上での重要
性などを勘案し、２、３回目の検討会にて検討する課
題を抽出しました。

①コンセプトの明確化と
周知

②意思決定
③周知、広報、広げ方

④運営体制、負担軽減
⑤初参加者への対応
⑥場所

Ｒ５年度中原区ＳＤＣ運営検討会 結果概要

次のとおり中原区ＳＤＣについて課題を出しました。



２回目 ＹＯＲＩＡＩ、グループ、ＳＤＣ活動の検討

・ＹＯＲＩＡＩの運営に当たっては検討会メンバーで運営チー
ムを結成

・グループで取組を始める場合はプロジェクト化する

・ＳＤＣでの意思決定が必要なものは最低限に

・広報はＳＤＣの活動として取り組む

Ｒ５年度中原区ＳＤＣ運営検討会 結果概要



３回目 運営体制（負担軽減）、広報、場所の検討

・ＹＯＲＩＡＩは３つの運営チームで３月まで
やってみる

・Facebook、インスタを作り広報してみる

・場所は一度お試しで市民館使ってみる

Ｒ５年度中原区ＳＤＣ運営検討会 結果概要
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中原区SDC取組紹介



ＳＤＣのつながりから
たくさん取組が生まれました！

映画会、１００人カイギ、わくわく！夏休み縁日、
ウェルカムパーティー、ウォーキングサッカーなどが実現



ＳＤＣの取組紹介

ＹＯＲＩＡＩ（定例会）

ＹＯＲＩＡＩ企画（ワークショップ）

グループ活動報告

ＹＲＩＡＩは会場とオンラインで参加可能



中原区SDCとは︖ 中原区ゆかりの団体・個人・行政の集まりで、
将来的に団体化を目指しています。

【資格】中原区に何らかゆかりがあれば広くOK
政治・宗教・（過度な）営利活動はNG

【方法】①右のQRコードからSlackに登録
②YORIAI（月一回開催）への参加

【発展】①テーマ別グループへの参加
②YORIAI/各グループへの企画提案・実施
③中原区SDCの運営など

＜参加について＞

参加メンバの

①来るもの歓迎 総員で、去るもの追わず また来てね
②幅広い年代がまんべんなく参加できる集まりを目指す
③手弁当で、各々がやれることをやれる範囲で精一杯やる
④奪い合えば足らぬ、分け合えば余る みんなで分担しよう
⑤議論では意見の否定を避け、明るく元気に前向きに

＜ルール＞

Social Design Center

何のために活動するの︖

何ができるの︖

①生きがいの発見 ②新しい価値の創出 ③抱えた課題のクリア に貢献します。

①「YORIAI」で
仲間づくりができる︕

②やりたいことの提案が
できる︕

③情報発信ができる︕

【開催】偶数月第三水曜日 18:30- 奇数月第二土曜日 10:00-
【内容】第一部︓YORIAI企画̲30分-1時間

第二部︓各グループ報告̲15分
第三部︓ネットワーキング̲1時間
※ トータル約2時間 途中退出・中途参加OK

【場所】中原区役所会議室

中原区SDCメンバによる定例の交流・共有・提案の場です。



20231027_中原区SDC説明会_課題チャレンジT

・2019年に「これからのコミュニティ施策の基本的な考え方」が策定
・SDCは「市民創発によって課題解決する区域レベルの『新たなしくみ』」と位置付け
・課題チャレンジTは、この機能を実現するために設置

P.30（抜粋）

P.1



20231027_中原区SDC説明会_課題チャレンジT

・市民活動を行う上で「手伝ってくれる『人』が少ない」という課題
・地域社会で活動する人材を生み出すことを目的として、ワークショップを実施

P.2



20231027_中原区SDC説明会_課題チャレンジT

・井田山を管理する担い手が少なくなっている、という課題
・「井田山YORUBEの会」として、まずは井田山を知るためのイベントを企画

P.3



20231027_中原区SDC説明会_課題チャレンジT

・昨年と本年の、夏と秋に計4回実施
・子供も参加する、楽しく和やかな雰囲気

P.4



20231027_中原区SDC説明会_課題チャレンジT

・「解決したい課題はありますか？」と投げかけても、課題が出てこないのが課題
・中原区SDCを運営すること自体が課題解決につながるので、YORIAI企画の案出しを実施

P.5



20231027_中原区SDC説明会_課題チャレンジT

To Be Continued

次は…
なかはら宝探し隊！

P.6（終）
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Nakahara’s Treasure Expedition Team 2022

SDC

×

1



Nakahara’s Treasure Expedition Team 2022

2022.3Q

2022.4Q
SDC

2023.1-2Q

Beans

2



Nakahara’s Treasure Expedition Team 2022



ＳＤＣの取組紹介

交流会



３．区における関連施策の紹介

①地域包括ケアシステム推進の取組
②中原区民交流センター

なかはらっぱについて
③かわさき市民活動センターからの
お知らせ

④中原区市民提案型事業について



中原区における
地域包括ケアシステムの構築



川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョンの基本理念

2

誰もが住み慣れた地域や
自らが望む場で安心して
暮らし続けることができる
地域の実現



地ケア構築が必要となる背景

3

高齢化の進展

少子化の進展

地域関係の希薄化

• 医療・福祉ニーズの増加による病床ひっ迫
• 福祉サービスが受けられない

• 税収や担い手の減少により公共サービス
等の維持が困難

• 地域で困りごとを抱えていても見つからず、
助けを得られない



地ケア構築が必要となる背景

4

高齢化の進展

少子化の進展

地域関係の希薄化

生活課題の縮減

支援体制の効率化

地域力の向上

 セルフケア（予防、生活環境の改善等）
 重度化防止

 多様な主体の活躍
 サービス提供の効率化（ICTの活用等）

 従来地域で機能してきた、支え合いの
関係の回復
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地ケアの構築に向けた市の取組

セルフケア（健康づくりや相談先の周知など）、
見守り・支え合いの意識の醸成 など

住環境の整備や近隣とのつながりづくり、
生活支援の担い手づくり など

効率的・効果的にケアを提供するための取組、
地域資源の状況把握等のマネジメント など

意識づくり

地域づくり

仕組みづくり



6

具体的に地域では…？

皆さんのやってみたい、又は

「地ケア」につながっているんです！

↑市政だより１１月号
は「地ケア」始めた人
特集！

既にやっている活動は
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具体的に地域では…？

井田カネフラの活動事例

「自分たちが年齢を重ねても遊べる場所
を今から作っておきたい︕」

・「やってみたい」の一言からはじまった
男性フラダンスサークル

・今ではイベント出演や月１回の
練習が楽しみに︕

楽しみながらも、自然と気にかけあえる関係性ができているここが地ケア！
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中原区の取組

はじめています！

気軽に始められる

他の活動と
組み合わせやすい

自分の住む地域を知るとともに、
ゆるやかなつながりをつくる場に！



9

中原区の取組

現在、中原区の全５地区で月１実施中
⇒１０月３１日～住吉エリアでもスタート！

全ての活動は「さんぽ」とつながる！
⇒防災、歴史、食べ物、ダンスetc…

LINEで「ご近所さんぽ」
オープンチャットもやってます！



皆さんにお伝えしたいこと！

中原区では地域のつながりづくりを支援します！

「歩く」企画で とコラボしませんか？

一緒に「地ケア」を進めましょう！
ご連絡は中原区地域ケア推進課まで！





2023











４．お知らせ
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〇次回YORIAI(定例会)
日時：令和5年11月11日(土）10:00～
会場：中原市民館ラウンジ/オンライン

＜問い合わせ＞ 中原区役所企画課 電話：044-744-3149(平日8:30~17:00)
ＦＡＸ：044-744-3340 メール：65kikaku@city.kawasaki.jp

mailto:65kikaku@city.kawasaki.jp
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〇７区SDC交流会

日時：令和5年12月2日(土)15:40～17:20
会場：川崎市役所新本庁舎 2 階ホール

内容：（前半）各区ＳＤＣからの活動発表

（後半）意見交換

（当日飛び入り参加もできますが、10 月下旬頃～市HP で申込を受け付けます）

４．お知らせ



４．お知らせ
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〇Slackの御案内

中原区SDCでの情報共有のためのチャットツールとして利用し
ています。チャンネルというグループチャット機能があり、途中
から入った人でもそれまでの会話を確認することができます。

登録を希望される方は、右の二次元コード

からお申込みください。

申し込みフォーム

申し込みは
こちら！
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アンケートに御協力ください

オンラインの方は中原区役所あてにメールで

回答をお願いします（チャットを御確認ください）

65kikaku@city.kawasaki.jp

※アンケートは区HPにも掲載しておりますので、

後日ご回答いただいても構いません。

アンケート

区HP

４．お知らせ

mailto:65kikaku@city.kawasaki.jp


時間のある方は
自己紹介カードを
記入してね



４．交流会

自己紹介カードの記入（５分）

交流タイム（３０分）

フリータイム



ご自身の象徴する
写真やロゴを

貼り付けてください

●名前 名前̲ふりがな

自己紹介カード

●出身地●●●●
●所属 ●●●●

フリースペース
写真、SNSアカウント紹介などご自由にお使いください。
広く余った場合は上に拡大していただいてかまいません。

趣味 モット
ー

将来の
夢

●●●● ●●●●

●●●●得意なこ
と

●●●●

Nakahara Ward Social 
Design Center

色々
見てみたい

何かに参
加してみた

い

何か自分
で

やってみた
い

すでに活
動

していて
仲間募集

大きい字ではっきりと記入してください



会場で御参加の皆様
・アンケートを御記入ください

・自己紹介シートとアンケートを
出口で回収します

Zoomで御参加の皆様
・アンケートをWordファイルの
まま御記入ください

・自己紹介シートとアンケートを
チャットかメールでお送りください

中原区役所企画課アドレス
（65kikaku@city.kawasaki.jp）

閉会

アンケートへの御協力をお願いいたします。

mailto:65kikaku@city.kawasaki.jp
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写真を撮りましょう！

オンラインの方はカメラオンでお願いします




